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今 井 泰 子
1.庶 民階級女性の成育条件一般について
本題から少 し脇道にそれるが、最初に処理 しておかなければならない大事な問題がある。 と
いうのは、近世社会で抑圧されていたのは武士階級の女性であって、農 ・工 ・商の庶民階級女
性は自由だった、近代の教育や法制によって武士の倫理が日本中に持ち込まれたために日本女





晶子は、1878年(明 治11年)に 、堺市 の、駿河屋という近世以来の暖簾を誇 る菓子屋の三
女に生れた。あの有名な 「君死にたまふ ことなかれ」 は、そういう 「旧家をほこるあるじ」に
なるために、「末に生れ」て親の愛を一身 に受けて育った 「あきびと」の弟が、今なぜ、天皇
の名で 「人を殺 して死」ぬことを強要されるのか、そんなことは 「あきびとの家のおきてに」
は無いと憤る詩である。っまり,晶 子 は、上層ではあれ庶民階級の出身であり、武士階級の出
ではないことを強 く意識 していた人であった。
また、有名な子福者(出 産は12人 、養育 は8人)で あると同時に、膨大な作品を残 した巨
人でもあった。晶子の執筆量は全 く驚 くべきもので、現在の最良の全集であり、 ここで も底本
に使 う20巻 本全集(講 談社)さ え、まだ全作品の半ばも収めていなかろう、 と噂されるほど
である。にもかかわらず、幼少期を語る文章は極端に少ないという興味深い事実がある。 しか
も、数少ないその記述の多 く、 ほとんどとさえ言える多 くには、いっも抑えられた悲 しみが顔

























「命掛けの勇気を出 して」 とは、東京の寛の許に走 った家出を指 している。今の四十歳前後
から下の方 にはまるで分からな くなっているようだが、 日本の伝統社会においては恋愛は完全
なタブーであり、晶子のいうとおり女の 「堕落」 とみなされていたから、それを貫 くには家出
しか方法がなかったのである。その後の晶子は、そのために勘当されて父や兄とは生涯絶縁 し
たのであり、その家出には 「命掛 けの勇気」が真に必要であったのだ。
晶子の両親は、あるいは晶子の言 うとおり厳 し過 ぎたのかもしれない。 しかし、その方針が、
「家庭」 と呼べる水準の資産や家族を持っ庶民階級が娘を育てる時の、ごく一般的な方針であっ
たことはおそ らく間違いない。 というのは、晶子に1年 遅れて日本橋の問屋街に生れた長谷川
時雨 も、晶子と大差ない厳格な育て られ方を しているか らであるti)時雨の家庭の養育方針は
『旧聞日本橋」特にその補筆版 「渡 り切 らぬ橋」に端的に語 られている。それ と読み比べ るな
ら、 この町屋の娘二人には共通するしっけが幾点も発見 される。第一に、親や祖母の命令には
一言の異論 をはさむ余地もな く絶対に服従 しなければならなかった。第二に、単独の外出は全
く許されず、子供仲間との路上の遊びなど論外であった。第三に、読書 も禁 じられ、本は親の
目を盗んで読む しかなかった。第四に、家の中の種々の労働が厳 しく課 されて、身軽に働 くこ
とが習慣づけられていた。「渡 り切 らぬ橋」によれば、こういう禁忌を破ると、時雨は蔵 に縛
りっけられたり、灸を据え られたり、楊弓で叩かれた。時雨の場合には文字 との接触の禁止が
とりわけ厳重で、書き貯めた物を親に焼かれたことさえあった。
「母は、 なんでそんなに厳 しくしたかといえば、出来 もしないことにふけって、なま半可な
もの
女 にな るの を、 ばか に怖れたので はな いか と思 う」、 とい うのが、時雨 の解釈 で あ った。 これ










た縁談を従順に受入れて結婚 し、その後 は余計なことに心奪われずに身を粉に して働 く女にな
おち っ
ることであったろう。晶子の母親は、子供たちと 「十分と沈着いて」「向ひ合つて居る」(単 行
本 『私の生ひ立ち」ぺ11)間 もないほど忙 しい人だったというし、時雨 の母親 も 「終 日ク リ
クリと、実によく忠実に」(「渡り切 らぬ橋」)働 きまくる人だったという。江戸の仏師に嫁入っ
た高村光太郎の母に しても、大分県の酒屋に嫁いだ野上弥生子の母に しても、その生涯 は、み
な勤労と奉仕に明け暮れる一生である。例えば、光太郎がその母を評 して書 いている。「朝は




家にいるという、 この 「只の女」の前提条件を、近世育ちのこの階層の女は、みなよく守 っ












日本には 「男は外、女 は内」 という成句が昔からある。 これは、今では、男が職業を担い女
が家庭を担う、という近代家族の労働分担を示す言葉だと解されているが、そうではない。元
来 これは、潤一郎や藤村が記 したとおりに女の居場所を指定する成句であり、儒教の五経 の一
つである 『礼記』(「内則」)の 中の 「男子居外、女子居内」の句に発 している。 それが享保頃
から後述する幕府の教育政策によって和文の文脈にも現れ始め、幕末には典故を思 い出す者も
いないほど日本中に普及 して指示が守 られるようになった、 というに過ぎない。 この機会 に岩
波文庫 『ワーグマン日本素描集』119ペ ージの絵 も参照願いたいものである。商家の並ぶ本通
りの群衆の中に女が一人もいないそのスケッチ(場 面は1861年)を 御覧になれば、 日本には




通 りを歩いているのを見たことがないんですよ」 と、野上弥生子が座談の中(全 集別館2、 ぺ
420)で 語るような風景が、幕末の本通 りの実景だったのだが。
っまり、東アジアの一国である日本は、この儒教大古典の記述 に従って女性を公的世界から
除外 し、男性か ら隔離 し、家庭における男性の付属物と位置づけたのだった。また同じ 『礼記」
(「内則」)の 別の条の規定によって、女性を男性より天性劣る生物 とも考えて、女性 に学問 は
不要だと判断 した。晶子 も、時雨 も、こうして、外出を禁 じられ、読書を余計な行為 と片付 け
られ、家の労働を厳格に仕込まれたのである。
例の庶民女性自由説が最初に提示されたのは50年 代。提示者は井上清であり(萌 芽的な発
言 は戦前か らあった)、ただちにそれに従 ったのが諸沢容子である。そして私 の記憶では、 こ




房を虐待す るのが男前のいいことのようにも思われていました。(略)概 していえば四民 とも
に妻を卑 しむ傾向があった」(「女の世の中」)。
そこで、戦前の人々は、開明的であれば男女を問わず、日本の近代化を、教育であれ法制で






念のために書き添えれば、「男なみ」に屋外労働に従事 した下層庶民女性で も、 その地位 は
何 も高 くなかった。本来 「内」にいるべき女が、家の所得が低いために仮に 「外」 にいるに過
ぎないのだから、その仮の労働が、女性の 「本性」である劣位を解消するいわれはないのであ
る。現 に、明治32年 生まれの男性が書いた 『村の暮らし ある小作農の手記』 という本が、
明治の下層農民層の男女関係を次のように描き残 している(20)
たとえわが子でも、女は男より先に風呂に入ることはなかった。食膳の最上席が主人で、










もっとも、 こういう食事風景は日本人の広範な風習 としてすでに晶子が記 していることだか
ら(「日本婦人の退廃的体質」15巻 、ぺ248)、 『村の暮 らし』の叙述 は何 も新 しい指摘ではな
い。庶民 としては相当に豊かだったはずの晶子の生家す ら家族が同 じ食事を取ることはなくて、




また、『村の暮 らし』の文章中の教育に関する指摘 も本当は今 さらのものである。男女就学







で もあった。彼女たちは、路上の遊びも男児との接触 も禁 じられはしなかっただろうが、それ
は、親が貧 く多忙過ぎて子供を仕付ける余裕や習慣を持たなかっただけのことである。売春世














みであった。恋愛を貫 き、歌人として出発 したこと自体が 「命掛け」の社会的反逆であったこ
とはすでに眺めたとおりだが、やがて書かれ出 した社会評論は、 日本社会に対 してさらに意識
的に発せ られた女の戦闘宣言であった。
晶子が評論に手を広げた理由は、第一評論集(1911年=明 治44年 刊)の 序 に晶子自身が書
いている。「新聞や雑誌の依頼を受けてその時時に筆を取」る必要が生 じてきたからであった。
101
平塚 らいてうの 『煤煙』事件(1908年=明 治41年)前 後か ら世間の女性問題 に対す る関心が
急速に高まって、新聞雑誌類が、筆の立っ女のまだ極端に少なかった時代ゆえに、すでに有名
な詩歌人であった晶子に対 して何かと見解を求め出したからである。 やがて1915年(大 正4
年)1月 か ら、『太陽」が 『婦人界評論』の常設欄を晶子に提供 した。その背後には、1911年
(明治44年)9月 の 「青踏』創刊による、女性問題に対する関心の一層の高 まりがあ った し、
渡欧による思想の成長という晶子個人の条件の整備 もあった。 こうして晶子 は、生涯で15冊
の評論集をまとめていった。
しかし、そ ういう経過で始まった評論活動であるために、そこには自ず と限界 も生まれた。
第一には、数多い子供の養育や従来か ら続 く文学活動の合間をぬって書かれた、 という多忙さ
のために、第二には、当人自身 もいう通り、「兄に授けた高等教育の片端を も授け」て貰えな
かったとい う学問的訓練不足のために、晶子の評論の論調は、その時々の話題を論評するジャー
ナリスティックで断片的な傾向を帯び続けた し、その論理や用語 も、 この大正デモクラシー時
代の男性思想家か ら懸命に学びなが ら編まれたものであった。
したがって、晶子の評論は決 して読みやすいものではない。 しか し、表現や話題の細部には
こだわ らずに論旨を捉える、 という鳥瞰的な読み方でそれを読み続けるなら、やがて、当時の
どの女性より先見性に富んだ巨大な女性思想家が姿を現 して くる、というのが晶子評論の魅力
である。中で も、 ここの本題である女性の労働問題に対する晶子の見解 は、特筆に値する見事
なものであった。
というのは、晶子は、平塚 らいて う、山川菊栄、山田わかという、この時代晶子以外では残
る僅かの女性論客の中の三人の女性 と、家事 ・育児労働 も含めた女性の労働問題で激 しい論争
を展開 している。「母性保護論争」の名で知 られる、 この、1915年(大 正4年)か ら5年 間続
いた論争は、家事労働の中でも最大のものである出産育児の意義と、女も参加する社会的生産
労働の意義 とを、 どう関連づけて、女性の将来をどう見通すか という論争だ ったが、私の見
るところ、 この論戦の中で、今 日でも通用する観点を完全に獲得 しているのは晶子ただ一人な
(4)のである
。
枝葉を取 り払 った晶子の見解 は明解である。出産 ・育児期であろうと、女性も職業労働を担 っ
て経済的独立の保証を得続 けないなら、女性は男性への依存を断ち切れず、 これまでの低い地
位からの脱却 は果たせない、 と晶子 は力説 した。経済的独立による個々人の人格の独立が女性
解放の大前提だというのが、晶子の基本思想であった。そして、家庭の中での母性役割を女の
本領 とみなす人々を批判 した。 自分 は沢山の子供の母親であるし、 もちろん子供を愛 している
が、母性は自分の人生の一部に過 ぎないし、母性役割 とは元来そういうものだと晶子は説いた。
子供の養育責任 は両親が共に負うべきもので、子供に保護者が必要な幼児期には、両親のいず
れか一方が家 にいればよいだけだと彼女 は考えた。今 日の先進国の先進女性 と差のない考えで
あった。さらに晶子は、折 しも姿を現 し始めた近代中産階級の、主婦予備軍 とも言える娘たち
が、服装や挙動 に性的媚態を見せている新たな時代風潮に、伝統的 「娼婦型」女性の寄生性 と









であり、夫の寛 も同 じ意見であった。例えば、社会学者の鶴見和子 は、父の祐輔から 「結婚 し
ろ」とは言われず 「仕事をする女性になれ」 と言われて育 ったとい う。 その生年 は1918年







山田わか(1879=明 治12年 生れ)は 、女性の独立を提唱すること自体が誤 った信念だ と断
言 した。山田によれば、育児期の妻が生活費を夫に要求するのは妻の 「権利」であった。一方
のらいてう(1886=明 治19年 生れ)は 、自分の経験に照 らして母性 と職業 とは両立 しない、
と主張 した。 しか し、男性への従属は排されねばならないか ら、国家が全ての母親に経済給付
を行えば、家庭と職業の矛盾 も解決されて母性 も保護されるし、女性の独立も確保 されるだろ











言外の声である。三人が晶子の主張を、「特殊な才能」(山 田)な いし別格の 「天分 と精力」
(平塚 ・山川)を 恵まれた者にしか通用 しない見解だと、用語 も通わせて評 しているのを見 る
と、どうやら三人は、晶子をば、天与の才能に座 して個人的ガンバ リ主義を説 くいけすかない
女だと眺めていたらしい。そこで、三人は持っ限りの知識を動員 して、そういう文学者の 「感










両女史(=平 塚 ・山田)が 母体の経済的独立が不可能だとされるのは、何か両女史御 自身
の上に、及び両女史の境遇に、それを不可能にする欠陥がありはしませんか。農民や漁民階
級の労働婦人が立派に妻及び母の経済的労働を実証 して居る事実を両女史 は何 と見 られるの
でせうか。甚だ露骨な事を云ふや うですが、両女史は経済的労働を必要 とする家庭にお育 ち
にならず、従ってさう云ふ労働の習慣をお持ちにならないのでは無いのですか。
(「婦人改造の基礎的考察」17巻 、ぺ214)
晶子は、菊栄に対 しても、菊栄が育った経済環境は自分と比較にな らないほど恵 まれている
という指摘を、別の論述で行なっている。
そのように言われた当人たちは、 これを、それこそ詩人の 「感情的」発言と聞き流 したに違
いないが、 しかし、 この一節は私的な域を越えた問題を論ずる条だと私には読める。晶子 は、
伝統社会の階級差が女性の成育条件の差を生んだ事実に着目するよう求めているのだ し、その
往時の環境差が、明治 ・大正期の近代化の過程においても女性の労働意識を規定 しているはず
だという、普遍的社会現象を掘 り起 こしていると読める。この一節の直前に、 「私 は労働階級
の家に生れて、初等教育を受けっっあった年頃から、家業を助けてあらゆる労働に服 した為め




て働 く母親たちか ら厳 しく仕込まれて、庶民階級の娘が勤労習慣を身に染み付かせていた事実
を思い出さねばな らない。長谷川時雨によれば 「人は働 くものだ、働 くことは美 しいという観
念をたいそう植えっけられて」(「渡 り切 らぬ橋」)彼 女たちは育 った。貴女たちはそういう鍛













にしていた。 らいてうはピアノやヴァイオリンを弾き、家族と トランプを楽 しみながら育 った
娘である。また、水戸藩の儒家に生れた菊栄の母親は、最初期の近代女子教育の最高のものを、
晶子が生れる前、1872年(明 治5年)の その開始 と同時 に受けた人である。英語を学び、椅
子テーブルやベットの寮で肉食を取り……という母親千世の追憶は、日本近代女性の黎明;期の
記憶として非常に有名である。菊栄はそういう母親の養育下で、姉や兄 と、近代小説 も、新聞





にこだわらぬことをよしとしてきた し、女性を社会的生産労働には決 して関与 させずにきた。
子供時代のらいて うは金銭を話題 にすることさえ許されなかったと記す し、私の母の生家が薩
摩藩の家老の家だった体験に照 らしても、 それが武士の家庭の仕付 けの原則である。二人の娘
がその後に 「女の経済的独立」の必要性 をどれほど知識 として学ぼうと、その欲求や気迫が晶
子と比較にならないほど弱かったのは、無理もないことだったろう。そして一方の晶子は、 ま
ず母が負い、次に姉が負い、姉が嫁いだあと引き継いで負った駿河屋の帳簿責任を預かって、




時代を小説に描いていて、それで承知 していた。のみな らず、「今日の開けたと云ふ家庭で も
許されぬほどの知識と趣味」(「新婦人の自覚」14巻 、ぺ22)が 娘 に授 けられていたことを心
深 く羨んだ。二人の実情を知ったなら晶子の頭には血がのぼったかも知れない。





ただ し、誤解はしないでいただきたい。庶民階級 に生れて生産労働に従事 してさえいれば、
それだけで女性の地位向上が果たされたというわけでは決 してない。晶子にしても自己の出身
階級女性の実情 ぐらい百 も承知であった。その地位の低 さを晶子 はこう書いている。
我等婦人は久 しく考へると云ふ能力を放棄 してゐた。(略)手 足の労働 に於ては都会の婦
人の一部を除 く外、今日も猶男子を凌 いで重い苦 しい負担を果たしてゐる。山へ行って も、











武士階級女性の方が階級 として昔か ら数段先ん じていたか らである。菊栄が1902年(明 治35
年)に 東京の公立小学校か ら女学校に進んだ時、同級生(女 子 クラス)7、80人 中進学者は14、
5人 、商家の娘は1人 もいなかったという。菊栄は自伝に書いている。 「それ は経済力の問題





要するに、晶子 は、庶民女性の環境の悪さを逆に生か し直 して、当時のどの女性より先見性






はないし、裁縫 も料理 も非常に手早 く巧みだったと、多 くの人の追憶が伝えている。
加 うるに、 あの大量の執筆 という本業があった。新聞雑誌の歌壇の選者という仕事 もあり、
自宅で夫 と行なっていた古典購読の仕事 もあった。読書 も必要だ った。1919年(大 正8年)
に書かれた 「女子の読書」 という評論は、当時の与謝野家に届いていた新聞が9種 類、月々集
まる雑誌が60種 類だったと伝えている。取捨はするがと断わって、 それでも一寸で も必ず目
を通す雑誌 は、 と名を記すものが、中央公論、太陽、改造、哲学雑誌、経済論叢、法学論叢、
史学雑誌……と35種 にも上るのである。11時 頃に他の仕事を終えて就寝するまでの2、3時 間







巻、 ぺ40)。 また、三男 の出産後 まだ床 にっ いて いた時には述懐 した。 「平生 忙 し く暮 らして
か
居 りますので、斯 う静かに臥って居ります と何だか独 りで旅へ出て呑気に温泉にでも入って居
る様な気が致 します」(「産屋物語」14巻 、ぺ3)。
一体、なぜそこまで働いたのかと言えば、最大の理由は簡単である。それだけの収入が必要
だったか らである。夫妻 はどの子 にもよい教育を施さねばな らないと考える人たちであった。
だが、そうではあっても、寛 という人 は、人との余計な摩擦で仕事の枠を狭めたり、金 もない
のに留学 したがったり、衆議院選に出馬 してみたりというかな り厄介な人でもあった。1918
年(大 正7年)の 彼の慶応大学教授就任 までは与謝野家に安定 した収入はなかったか ら、大所
帯の経済責任 はむ しろ晶子の肩の側に大幅 にかかっていたのである。
では、晶子の執筆 は単に生計維持の義務感のみに支えられていたのかと言えば、そんなこと
はない。例の論争の過程で、反論者を説得すべく晶子が最 も力説 した点は、「能力の解放」が
女にもたらす充足感であった。「人間として労働 しないで居 ると云ふ事 は、 自分の力を持 て余
して、生甲斐の無い、寂 しい、無為無能の日送 りをする」 ことだと、晶子は強調 した。長時間
の重労働にさえ時に 「苦痛の中に自己を試 しっ 丶ある」という 「享楽が混」 じるものだ、 とも
主張 した(「私達労働婦人の理想」17巻 、ぺ264～5)。
こういう主張には説得力があるであろうか。主婦人生をやめようとしている今日の女たちに
対 してはあるに違いない。 しか しなが ら、その慶賀すべき晶子の満足感は、 また同時に、嘆息
すべき別の問題に横すべ りする質のものだ った、 ということも確かである。
自分は年に一、二度無い時間を差繰って旅に行 く。温泉などの一 日一夜は縛された縄を解
かれた様で心 も身も伸び伸びする。併 し二日三日となると田舎の生活の無為なのに倦いて、










しか し……である。 しか し、私たちは、前近代のアジアにおいて貧 しい民衆を擁 した国が日




社会が信 じていなければな らない。「稼 ぐに追い付 く貧乏な し」と考え、「朝寝、朝酒、朝湯は









革 も天保の改革 も、吉宗 と同一歩調を取 った。大正デモクラシーの思潮を背景に書かれた石川
謙の名著 「日本庶民教育史』(12)が解 き明かした事実である。 この指摘は、寺小屋の数が全国 に
増えれば増えるほど、全国の民衆が、幕藩法令類の説 く勤労精神の信奉者にな り、相互に牽制
し、監視 しあう五人組み精神の持ち主になったことを意味するのである。冒頭章に引用 した・
『村の暮 らし ある小作農の手記』が、明治の小農の勤勉競争をよく描 き残 している。
農民の労働時間は永かった。農繁期の農作業は、星を仰いで田に行き、星をいただいて帰
るといわれていたが、 これは稲刈 りと麦蒔 きのことで、田圃で夜を明か し、明るくなってみ
ると、どの家も働 いていた。夜風に吹かれて帰 ってくると、道々でまだ稲を刈 ったり、麦を
蒔いたりしていた。(略)文 字通 り夜を日についでの働きだった。これはある仕事虫のお っ
さんの働 き話だが、月夜を幸いに稲刈 りに行 き、眠気を催 したから夜の一時頃いったん家に
帰 り、草鞋をはいたまま上り框に伏 し、ウッラウッラと一眠りしてまた稲刈 りに毎 日行 って
いたと。 こんな話は農村にゴロゴロしていた。































この研究会の最初の頃に暉崚淑子が、「戦前までの小学校の標語 は 《よく学び、 よく遊べ》





では、今日の狂気の沙汰に近い教育状況 を改めるには、昔の児童観を掘 り起 こしてそこに戻




ことを して遊ばせて遣りますが、子供達が小鳥の様に蝶の様に(略)生 生 と遊んでゐるのを
見ますと、自分もうっとりとして幼い時の気持ちに帰り(略)ま す。そんな気持ちは直 ぐ覚
めるに しても、子供達の楽 し相な様子を眺めてゐると、成るべ く長 く遊ばせて此夢を飽 く迄
見させて遣りたい、美 しい思出を大人になっても成 るべく豊かに残させて遣 りたいと斯んな
事を考へまして……。(「 雑記帳」14巻 、ぺ242)
これで見れば、晶子も、 この文章を読む明治人一般 も、人が心おきなく遊べるのは子供時代
に限られていて、その幸福な状態は早晩終 る、 と信 じていたらしいのだ。さもなければ 「成 る
べく長 く遊ばせて此夢を飽 くまで見させて遣 りたい」 という願いは成り立たないからである。
109
いずれ終る夢だからせめて長かれと親心は願 う。大体、ここで 「夢」と称されたこと自体が興
味深い。第一 に、遊びに生 きる子供時代が、人間の仮の姿だと考え られていたことになる。第



















十分にある武士階級や上層庶民の男性 に、 さもなければ、それとは逆に全 く社会的軌道の外に
いたその日暮 らしの男性、いわゆる細民や賤民 に現れたのはごく自然である。経済基礎のかな
り危 うい庶民でも、晶子の生家のように有能な妻や娘がいれば実労働 は彼女 らに任せておける。
公認の 《社会の本筋の正道》はやはり勤労の側にある。労働 と遊びの両方が、すべての人の人















(2)楠 本藤吉著(御 茶の水書房、1977年)。 著者は、福岡県に5人 の姉の末の一人息子 として生れた。







(4)香 内信子編 「資料 ・母性保護論争』(ド メス出版、1984年)が 、 この論争関係の資料 をほとんど集
約 して丁寧な解題 も加えてくれて、最 も便のよい案内書になっている。
(5)1995年12月31日 「読売新聞』、「生涯現役」。
(6)小 野和子 「中国女性史 一 太平天国から現代まで』(平 凡社選書、1978年)ぺ42～43。
(7)晶 子との関連では、高野重三が 『婦人問題早わかり」(警 醒社書店、大正3年)の 「付録」 にっけ
たオリーヴ・シュライナー 「婦人と労働」(原題、WomanandLabour.1911年 刊)の 抄訳本の刊行
が特に大事である。シュライナーは、70年 以後の世界の女性運動高揚の中で再発見され、高 く評価さ
れるに到った女性の一人で、主婦の依存性を批判し、女性の経済力の必要性を力説した。そういう理論
書を出版3年 後に訳 した当時の日本の思想水準、及び、その思想を即座に咀嚼 し、共感 し、 自分の理
論武装の糧にした晶子の先駆性 もまた再評価されてよい。経済力を重視 して女性の寄生性を否定す
る晶子の思想は、萌芽的にはその前か らあったが、全面的な展開はこの抄訳本の出版後である。
(8)菊 栄の論駁の中で特に有名なのはウルス トンクラフ トへの同定である。 しか し、この比喩は、読者
の無知を利用 しなが ら、読者に対 して晶子の主張を、時代遅れの古風なものだと印象づけんがため
の、論理の詐術のように私には見える。経済的独立の主張がウルストンクラフトの思想の本筋 では
全然ないし、晶子が繰り返 し名を挙げて賞賛 したのは、注(7)のシュライナーなのだから、同定す る
ならシュライナーでなければならなかったのである。そして、当時ウルス トンクラフトはまだ訳さ
れておらず、原書で読んでいたのは菊栄 ただひとりであった。
(9)特 に、帯刀貞代 「日本の婦人」(岩 波新書、1957年)の 影響が大 きい。なおこの論考の執筆後 にイ
ンドラ・リービの山川菊栄論を読む機会を得た(「批評空間」1996.II-8収 載)。 私はリービの主張




気嫌いする所から歩を始めた。 こんな繰 り返しが弱体な日本の女性運動に何 も益 しないことは断わ
るまでもない。
(10)山 田は農民(地 主階級)の 出であるが、女衒に瞞されてアメリカに渡 り、シア トルの娼館で6、7
年働き、そこからの逃亡後に結婚 したという(「海を渡 った日本人名事典」日外アソシエーッ、198
5年 、執筆担当 ・尾形明子)。 尾形によれば、こうして 「妊めない女」になったことで、母性 に対す
る山田の強烈な憧憬が生れたという。
(11)平 塚 らいてう 「原始、女性 は太陽であった』(大 月書店、1971年)。 山川菊栄 「女二代の記』(吉 川
弘文館 ・東洋文庫、昭和47年)。
(12)原 版 は、刀江書院 ・昭和4年 刊、ここでは改版、玉川大学出版部 ・昭和47年 刊の、 ぺ223～228に
よる(第 二章の二 「江戸幕府の寺小屋政策が寺小屋教育に及ぼしたる影響」)。
(13)『 江戸児童図書へのいざない」(く もん出版、昭和63年)。
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